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1. 研究背景と目的 

近年，その簡便さやデータ利用などの有用性の観点から，

実店舗でのキャッシュレス化が進んでいる．一方で支払い

方法が乱立しており，支払い手段を提供する決済事業会社

は消費者に対して適切にアプローチをする必要があると

考えられる．実際の取り組みとして，株式会社 JCB のも

のがあげられる．同社がサイコグラフィック分析を通じて

利用者に工夫したダイレクトメールを送付したところ，ク

レジットカードの利用額が約 5％上昇し，退会率が 20％

減少した[6]．このことから，サイコグラフィックが支払い

手段の使用に影響を及ぼしていると考えられる． 

しかし，上記の例は自社の顧客のみを対象とし，新たな

顧客の獲得については考えられていない．また，近年一社

が多くの支払い手段を提供することも多い．よって，決済

事業会社が様々な支払い手段を効果的に提案するために，

消費者の全体的な支払いの傾向と，重視される点，それぞ

れの利用者の特徴を把握することが必要とされている． 

以上より，本研究の目的は，消費者の支払い手段の使用

と，消費者の特徴，支払い手段に求めている要件の関係を

明らかにすることである．これにより決済事業会社が新た

にアプローチすべき消費者を明確に判断できる． 

2. 従来研究 

伊藤隆敏ら(1999)[1]は，消費者が支払いの際に被る「利

用者コスト」が異なるとし，支払う金額によって支払い手

段が使い分けられる「棲み分け」が起こるというモデルを

提唱している．このことから，同一の消費者でも金額ごと

に異なる支払い手段を使用することが示唆されている． 

伊藤晶子ら(2019)[2]は，支払いに関する行動原理を研

究し，支払い行動を 4つのパターンに分類をした．また，

支払いに際して複数の手段を検討することがあることを

明らかにした． 

しかし，以上の研究では，消費者属性や支払い手段の性

質に対する消費者の考えは考慮されていない． 

3. 本研究の提案 

3.1. 研究概要 

本研究では，消費者が複数の支払い手段を検討する場面

において消費者の支払い手段の選択傾向（以下，支払い傾

向）は分類され，支払い傾向ごとに，デモグラフィック，

サイコグラフィック，支払い手段に求める要件が異なると

考え，その差について検証する． 

3.2. 変数の選択 

始めに，支払い傾向の分類に関して述べる．本研究では

NIRA 総合研究開発機構 (2018)[4]，楽天インサイト

(2020)[5]の調査で多くの支払い手段が使用されていると

示唆されているという理由から，「飲食料，その他生活用

品の購買」における「1000～2500円程度の支払い」を想

定する．具体的な方法として，まず代表的な支払い手段 8

つを列挙し，この場面における各支払い手段の使用意思を

アンケートにより調査する．そして，この結果に対してク

ラスター分析を行い，消費者の支払い傾向を𝐶𝐿𝑈1~𝐶𝐿𝑈𝑀
に分類する． 

次にデモグラフィック要因は，年齢と年収を採用する．

理由は二つある．一つは，支払いにも使用されるスマート

フォンなどの親和性に各年代で差があることである．もう

一つは，収入によってお金や支払い行為に関する考え方が

変動することである． 

次にサイコグラフィック要因は株式会社 JCB の取り組

みを参考にして考える．彼らはサイコグラフィック分析結

果として「嗜好・ライフスタイルモデル」を作成している

[6]．よって，本研究ではサイコグラフィック要因としてラ

イフスタイルを採用する．具体的には，まず石垣ら

(2011)[3]の研究を参考にライフスタイルに関する行動，思

考に関する 14 項目についてアンケートにより調査する．

そして，この結果に対して因子分析を行うことでサイコグ

ラフィック変数𝐹1~𝐹𝑁を生成する． 

支払い手段に求める要件については，従来調査[4][5]を

参考に抽出した支払い手段の性質の 15 要素を採用する． 

3.3. 提案モデル 

上述のデモグラフィック，サイコグラフィック，支払い

手段の性質の重視度が，支払い傾向ごとに異なるという仮

説を立てた．そのモデル図は以下の図 1で表される． 

4. 検証 

本研究では，年代，男女を限定せずに行った Questant

を用いたインターネットアンケート調査（実施日 2020年

12月 9日～10日，有効回答数 408）の結果を用いる． 

4.1. 支払い傾向の設定 

全体として使用意思が極端に低い項目を削除したデー

タを用いてクラスター分析を行い，3つのクラスターに分 

 

図 1．提案モデルの概要 

 

図 2．クラスター分析の結果 



 

 

類した．ここで，それぞれのクラスター名は支払い手段の

使用意思の傾向から，キャッシュレス派(𝐶𝐿𝑈1)，クレジッ

トカード派(𝐶𝐿𝑈2)，現金派(𝐶𝐿𝑈3)とした．分析の概要を図

2に示す． 

4.2. サイコグラフィック要因の設定 

アンケート調査結果を，回答に大きな偏りがある項目，

共通性が低い項目の削除を通じて因子分析した．その結果，

4つの因子を抽出することができた．石垣ら(2011)の研究

を参考に，各因子名をアクティブ消費(𝐹1)，家庭生活充実

(𝐹2)，こだわり消費(𝐹3)，節約生活(𝐹4)とした．採用した項

目と因子負荷行列は表 1のとおりである． 

4.3. 多項ロジスティックモデルの検証 

各支払い傾向に属する回答者データごとに，デモグラ

フィック要因，サイコグラフィック要因，支払い手段に

求める要件の影響を確かめるために多項ロジスティック

回帰分析を行った．モデルの検定指標と現金派を参照し

た分析結果は以下の表 2，表 3のとおりである．表 2よ

り，モデルの適合度指標は問題が無い値となっている． 

5. 考察 

5.1. デモグラフィックと支払い傾向の関係 

分析結果より，現金派がその他の傾向よりも年収が低い

傾向にあることが分かった．この理由は，現金は使用する 

表 1．因子分析の結果 

 
𝐹1:アクティブ消費 𝐹2:家庭生活充実 𝐹3:こだわり消費 𝐹4:節約生活 

表 2．検証したモデルの適合度 

 

表 3．多項ロジスティック回帰分析の結果（オッズ比） 

 

金額をあらかじめ決めることで制限できることから，使い

過ぎを防ぐことができるからだと考えられる． 

5.2. サイコグラフィックと支払い傾向の関係 

サイコグラフィックでは，家庭生活充実のみが現金派と

それ以外の支払い傾向の比較において有意であった．この

理由は，家庭生活充実は精神的な余裕があり，クレジット

カードやキャッシュレスなど比較的新しい支払い手段に

対して寛容であるからだと考えられる． 

5.3. 支払い手段の選択要件と支払い傾向の関係 

支払い手段の選択要件として，「支払い手段のポイント」

と「金銭以外の特典」「店のポイント」の影響が大きいこ

とがわかる．この理由は，スーパー等において現金以外で

支払う場合は店のポイントが付かないことがあるため，支

払い手段の特典よりも店の特典を重視した結果現金派と

なっている人がいるからだと考えられる． 

6. 結論と課題 

本研究では，支払い手段の選択傾向と，デモグラフィッ

ク，サイコグラフィック，支払い手段に求める要件の関係

を明らかにすることを目的とした．特にサイコグラフィッ

クについては家庭生活充実と支払い手段の選択傾向との

関係が明らかになった．この結果より決済事業会社は，精

神的余裕から他の支払い手段に対しても寛容であると思

われる家庭生活充実派の現金派の消費者にアプローチを

することで，支払い手段の展開に繋げられると考えられる． 

今後の課題としては，各因子の交互作用について考慮す

ることが挙げられる．特に今回有意にならなかったサイコ

グラフィックについて，重視する支払い手段の性質との交

互作用を考慮することができれば，どのような消費者に，

どのようにアプローチすべきかが見出せると考えられる． 
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Q12.にぎやかなところが好き 0.678 0.098 -0.037 0.041

Q14.新しい体験が好き 0.647 0.024 0.092 -0.001

Q8.新商品や気になる商品は購入 0.435 -0.142 0.265 -0.053

Q2.毎日の生活が充実 0.126 0.755 -0.121 -0.031

Q1.バランスの取れた食事 -0.094 0.75 0.146 0.037

Q11.食品の情報に興味 0.042 -0.044 0.733 0.096

Q10.少々高くても健康意識 0.098 0.088 0.579 -0.096

Q5.チラシやネットでお得商品 -0.144 0.05 0.133 0.645

Q4.安価な商品を求める 0.192 -0.054 -0.144 0.611

𝐹1 𝐹2 𝐹3 𝐹4


